
池や流水中に生える多年草で、茎も葉も非常に細い。葉はすべて沈水葉で狭線形、長さ2-5cmになり、幅

0.7-1.5mmで全縁である。葉の内側に茎を抱く托葉があり、長さ約7mmで、葉のつけ根の反対側では開

き、両縁が重なり合っている。6-8月に開花し、総花柄は長さ1-2cm、径約0.4mm。穂状花序は長さ4-5cm

で、花をつけない節間の部分が伸びる。

以前確認された場所で確認できなくなっており、減少し
ていると思われる。県内では底面から湧水のある山間
のため池でみられることが多い。

ヌートリアによる被害も懸念される。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、西宮市、宝塚市、三田市、猪名川町、三木市、加西
市、加東市、たつの市、豊岡市、香美町、丹波篠山市、丹波
市、洲本市、南あわじ市、淡路市

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

ヒルムシロ科

兵庫県ランク…イトモ
環境省ランク… NTPotamogeton  berchtoldii  Fieber


